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【1】
ある質点の位置ベクトル r(t)が，時間 tの関数として

r(t) =

 b sinωt

b cosωt

ct2

 (1)

で表されている．ただし，b, c, ωは定数である．
(i) 速度 v(t)，加速度 a(t)，加速度の大きさ |a(t)|を求めよ．
(ii) b, c, ωの次元を L,M, T で表せ．

【2】
以下の物理量の次元を記せ．面積 S，体積 V，速度 v，加速度 a，力 F，圧力 P，振動数 ν，エネ
ルギーE，運動量 p，仕事W，ばね定数 k．

【3】
水平面の上で質量mの物体を初速 v0で滑らせた (v0 > 0)．物体にはその速度 vに比例した大きさ
の抵抗力 (大きさmβv)が作用するとして以下の問に答えよ．ただし，物体の運動方向を x軸に取
り，物体の最初の位置を原点とする．
(i) βの次元は何か．
(ii) 物体の運動方程式を記せ．
(iii) 速度 vと物体の位置 xを求めよ．
(iv) 物体が静止するまでに進む距離を求めよ．
(v) t = 0から t = ∞の間の抵抗力の力積，および抵抗力がした仕事を求めよ．

【4】
地上付近で質量mの物体を初速 v0で垂直上方に投げ上げた．物体にはその速さに比例した大きさ
の抵抗力 (大きさmβv)が作用するとして以下の問に答えよ．ただし，物体がそのうち地面に落ち
てしまうことは考慮しなくてよい．
(※) 問題の解法には関係がないが，球形の物体の速度が遅いときには抵抗力は速度に比例するこ
とが Stokes (ストークス)の法則として知られている．
(i) βの次元は何か．
(ii) 物体の運動方程式を速度 vを用いて表せ．ただし，vは垂直上方の方向を正とする．
(iii) vを求めよ．
(iv) 十分時間が経過した後の速度 v∞は微分方程式を解かなくてもわかる．どのように考えれば
よいか．
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